
平成２９年度　下水道事業会計決算概要

【業務量】

151,986 人 152,730 人 △ 744 人 △ 0.49 ％

145,927 人 146,045 人 △ 118 人 △ 0.08 ％

59,655 戸 59,021 戸 634 戸 1.07 ％

143,604 人 143,392 人 212 人 0.15 ％

96.01 ％ 95.62 ％ 0.39 ㌽ －

98.41 ％ 98.18 ％ 0.23 ㌽ －

19,488,252 ㎥ 18,982,951 ㎥ 505,301 ㎥ 2.66 ％

16,500,834 ㎥ 16,618,863 ㎥ △ 118,029 ㎥ △ 0.71 ％

53,392 ㎥ 52,008 ㎥ 1,384 ㎥ 2.66 ％

84.67 ％ 87.55 ％ △ 2.88 ㌽ －

※　平成28年度の数値について、算出方法を見直し計上しています。
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【主な取り組み】

・埼玉県荒川右岸流域下水道計画に整合した公共下水道として、汚水の整備区域拡大を図

り、市街化調整区域第４期事業として、汚水幹線及び枝線の整備を行いました。

・将来にわたり安定的・継続的な事業経営を推進するため、中長期的な経営の基本計画で

ある「狭山市下水道事業経営戦略計画」を策定しました。

・受益者負担の適正化及び下水道事業の健全な運営を図るため、平成30年4月及び平成31

年4月に段階的な下水道使用料の改定を行いました。

【事業の概況】

・久保川処理分区等の市街化区域及び市街化調整区域の幹線及び枝線整備を推進した結果、

供用開始面積が、1,920.78ヘクタール、145,927人の汚水処理が可能となり、このうち

下水道に接続した件数は、平成29年度末で59,655件、水洗化率は98.41％となりました。

・供用開始区域の拡大に伴い、投資効果や環境衛生等の向上を図るため、水洗化の普及促

進に努めるとともに、下水道の維持管理の一層の充実を図るため、事業所排水等の水質検

査、管渠清掃等をそれぞれ実施しました。また、雨水対策の充実を図るため、西河原雨水

枝線等の整備を推進しました。

【経理の状況】

・収益的収支

収入が3,178,393,721円（3,299,440,606円：消費税及び地方消費税込み、以下

同）、支出が3,047,841,066円（3,148,410,623円）となりました。このうち、営業

収益から営業費用を差し引いた営業収支は867,767,028円（801,878,573円）の損失

となり、厳しい経営環境となっています。

最終的な収支は、一般会計からの補助金により黒字となり、当年度純利益は

130,552,655円（151,029.983円）となりましたが、営業赤字は毎年拡大しているた

め、下水道事業の経営基盤を強化する必要があります。

・資本的収支

税込収入が546,792,950円、税込支出が1,720,570,616円となり、収入が支出に対

し不足する額1,173,777,666円については、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支

調整額10,373,206円、過年度分損益勘定留保資金1,044,942,861円、当年度分損益勘

定留保資金58,461,599円、減債積立金10,000,000円及び建設改良積立金

50,000,000円で補てんしました。

http://www.city.sayama.saitama.jp/kurashi/sumai/jogesuido/sayama_m_strategy.html


【収益的収入および支出】

収益的収入（税込）

款 項 目
決算額

（円）

割合

（％）
説明

3,299,440,606
経営活動に伴い発生したすべ

ての収益

1,960,397,540

下水道使用料 1,635,988,540 49.58 下水道使用料収入

雨水処理負担金 323,985,000 9.82
雨水処理に係る一般会計から

の負担金

その他営業収益 424,000 0.01

排水設備指定工事店申請手

数料及び排水設備責任技術

者登録申請手数料

1,338,767,066

受取利息及び配当金 11,966 0.00 定期預金等の利息

他会計負担金 151,638,000 4.60

流域下水道の建設、水洗便

所に係る改造命令等に関する

経費等に要する一般会計負

担金

他会計補助金 451,204,000 13.68
経営基盤強化のための一般

会計からの補助金

長期前受金戻入益 735,911,500 22.30

償却資産の取得又は改良に

伴う補助金等の減価償却相

当分の収益化額

雑収益 1,600 0.00
下水道事業用地にかかる行政

財産使用料

276,000

過年度損益修正益 276,000 0.01
過年度分として発生した下水

道使用料等

　１年度間に発生した営業上の収益とこれに対する費用で、企業の経営活動の実績です。収入は
主に下水道使用料収入、支出はサービスの提供に要する人件費、物件費等の経費です。

特別利益

営業収益

下水道事業収益

営業外収益

49.58％

下水道使用料

1,635,988,540円
22.30％

長期前受金戻入益

735,911,500円

13.68％

他会計補助金

451,204,000円

9.82％

雨水処理負担金

323,985,000円

4.60％

他会計負担金

151,638,000円

0.01％

その他営業収益

424,000円

0.01％

過年度損益修正益

276,000円

0.00％

受取利息及び配当金

11,966円

0.00％

雑収益

1,600円

収益的収入

円3,299,440,606



収益的支出（税込）

款 項 目
決算額

（円）

割合

（％）
説明

3,148,410,623
経営活動に伴い発生したすべ

ての費用

2,762,276,113

管渠費 146,688,657 4.66
汚水管渠や雨水管渠の維持

管理業務に要する費用

流域下水道管理費 623,624,064 19.81
荒川右岸流域下水道の維持

管理に係る負担金

普及促進費 15,419,609 0.49
水洗化の普及促進に要する

費用

業務費 15,226,683 0.48
所沢市への事務委任による汚

水処理委託料等の費用

総係費 129,961,106 4.13
経理事務や下水道事業全般

に係る諸費用

減価償却費 1,830,520,380 58.14

建物や管渠等の構築物、施

設利用権（終末処理場）等

についての定額法による減価

償却費

資産減耗費 835,614 0.03

更新事業に伴い管渠等を撤

去・廃棄した際の残存価格

（未減価償却額）を費用化

したもの

385,988,866

支払利息及び企業

債取扱諸費
331,122,166 10.52 企業債の支払利息

消費税及び地方消

費税
54,866,700 1.74 消費税及び地方消費税

145,644

固定資産売却損 45,137 0.00
固定資産の残存価格から売

却代金を控除した金額

過年度損益修正損 100,507 0.00
過年度分下水道使用料の還

付金等

下水道事業費用

営業費用

営業外費用

特別損失

58.14％

減価償却費

1,830,520,380円

19.81％

流域下水道管理費

623,624,064円

10.52％

支払利息及び企業債取扱諸費

331,122,166円

4.66％

管渠費

146,688,657円

4.13％

総係費

129,961,106円

1.74％

消費税及び地方消費税

54,866,700円

0.49％

普及促進費

15,419,609円

0.48％

業務費

15,226,683円

0.03％

資産減耗費

835,614円

0.00％

過年度損益修正損

100,507円

0.00％

固定資産売却損

45,137円収益的支出

円3,148,410,623



【資本的収入および支出】

資本的収入（税込）

款 項 目
決算額

（円）

割合

（％）
説明

546,792,950
施設設備に伴い発生したすべ

ての収入

企業債 企業債 279,500,000 51.11 建設改良事業に係る事業債

他会計負担金 他会計負担金 123,173,000 22.53
企業債の支払元金等に要す

る一般会計からの負担金

国庫補助金 国庫補助金 70,965,000 12.98
建設改良費に対する国からの

補助金

工事負担金

及び分担金
工事負担金 54,343,720 9.94 受益者負担金

寄附金 寄附金 18,795,030 3.44 区域外流入寄付金

固定資産

売却代金
固定資産売却代金 16,200 0.00 固定資産の売却価額

資本的収入

　下水道事業の資産を取得するために要した収支で、将来の経営活動に備えて行う建設改良費等
の実績です。
　収入は主に企業債や他会計負担金、支出は主に工事費や建設改良の財源に充てた企業債の償還
金です。

51.11％

企業債

279,500,000円
22.53％

他会計負担金

123,173,000円

12.98％

国庫補助金

70,965,000円

9.94％

工事負担金

54,343,720円

3.44％

寄附金

18,795,030円

0.00％

固定資産売却代金

16,200円

資本的収入

円546,792,950



資本的支出（税込）

款 項 目
決算額

（円）

割合

（％）
説明

1,720,570,616
施設設備に伴い発生したすべ

ての支出

631,467,383

管渠建設費 456,609,440 26.54
管渠の建設等に要する事業

費

管渠改良費 89,048,367 5.17
管渠の改良等に要する事業

費

流域下水道費 81,671,556 4.75
荒川右岸流域下水道に係る

建設負担金

有形固定資産購入費 4,138,020 0.24
機械装置等、有形固定資産

の取得に要する支出

企業債償還金 企業債償還金 1,089,103,233 63.30 企業債の支払元金

資本的支出
建設改良費

63.30％

企業債償還金

1,089,103,233円

26.54％

管渠建設費

456,609,440円

5.17％

管渠改良費

89,048,367円

4.75％

流域下水道費

81,671,556円

0.24％

有形固定資産購入費

4,138,020円

資本的支出

円1,720,570,616



(単位　円）

(単位　円）

△ 320,162,500

1,281,770,942

　　　資金期末残高

　　　資金期首残高

　　　資金増加額（又は減少額）

　　財務活動によるキャッシュ・フロー

　　投資活動によるキャッシュ・フロー

　　業務活動によるキャッシュ・フロー

平成２９年度狭山市下水道事業損益計算書

（平成２９年４月１日から平成３０年３月３１日まで）

平成２９年度狭山市下水道事業キャッシュフロー計算書

（平成３０年３月３１日）

平成２９年度狭山市下水道事業貸借対照表

（平成２９年４月１日から平成３０年３月３１日まで）

合　　計

1,710,887,103

1,435,708,894

275,178,209

△ 686,430,233

　　　資産合計

　　流動資産

　　固定資産

32,212,917,142

53,298,700,508 　　固定負債 12,162,448,681

2,009,606,679 　　流動負債 1,488,761,871

651,570,069

23,095,390,045

55,308,307,187

資本の部

55,308,307,187 　　繰延収益 18,561,706,590

　　　負債資本合計

　　　資本合計

　　剰余金

　　資本金

　　　負債合計

22,443,819,976

3,178,393,721 合　　計 3,178,393,721

資産の部 負債の部

　　　当年度純利益

　　　特別損失

2,707,061,888 　　　営業収益 1,839,294,860

340,640,978 　　　営業外収益 1,338,767,196　　　営業外費用

　　　営業費用

138,200 　　　特別利益 331,665

130,552,655 0

収益の部費用の部

3,047,841,066 　　収　益 3,178,393,721　　費　用


